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平成２２年度家畜共済事業重点実施方策 

                    岡山県農業共済組合連合会 

１事業推進の方策 

 家畜共済事業は絶えず発生する家畜の

死亡・廃用・疾病及び傷害の事故に対して

経済的な損失を補てんする制度です。ＮＯ

ＳＡＩ岡山では制度の普及に努めていき

ます。共済金の支払いには厳正に取り組ん

でいきます。 

 

（１）目標を設定し引受拡大を図り、農家

の補償拡大に努めます 

（２）豚の飼養農家を訪問し、農家ニーズ

の把握に努め加入推進に積極的に取り

組みます。 

（３）農家が異動記録簿を記帳し、的確な

異動通知を実施するように指導いたし

ます。 

  

２家畜診療所の運営 

平成２１年度に県下で発生した病気は

３１，３００件です、ＮＯＳＡＩ岡山で運

営する家畜診療所で２６，４００件の診断、

治療しています。家畜診療体制は３基幹診

療所、２診療所、２支所で診療業務、損害

防止事業を実施し、事故を未然に防ぎ、農

家経営の安定に努めます。 

 

（１）伝染性疾患の蔓延防止のため関係機

関と協力し、農家指導衛生を行います。               

（２）獣医師は、治癒率向上のため、

疾病牛の早期摘発、早期治療を行

います。 

（３）生産獣医療支援センターは、家畜診

療所の実施する損害防止事業を支援

し、生産獣医療体制の強化のため、

獣医師の専門家を進め指導者を育成

します。 

（４）家畜診療カルテの電子化により、診

療情報をデータベース化し、本情報を

活用して畜産経営の安定を図ります。 

（５）家畜の予防衛生・増殖に資するため、

県・畜産協会等の行う諸施策に対して

協力します。 

 

３損害防止事業の実施方策 

死亡・廃用事故の低減を図るため、生産

獣医療支援センター・家畜診療所が中心と

なって関係機関との連携により、損害防止

を充実します。また、各家畜診療所に配備

している、携帯用超音波診断装置（エコー）

を更に充実します。 

 

（１）畜産農家の経営安定のために、飼養

管理及び衛生管理指導等の支援体制

を充実し、死亡・廃用・病傷事故を低

減するため、的確な指導を実施します。 

（２）携帯用超音波診断装置を用いた繁殖

検診を実施していきます。 

（３）子牛及び胎児の事故を減少させるた

め、分娩時及び子牛の飼養管理の指導、

ワクチン接種の啓蒙をしていきます。 

（４）ミルカー点検により適正なミルキン

グシステムを確保し、乳房炎の発症要

因を排除していきます。 

 

「生産獣医療とは」 

  飼養形態が多頭化しており、個体診療

だけでなく、家畜の牛群全体の健康を維

持し、生産性の向上をめざす獣医療のこ

とです。 

NOSAI 岡山では社会的責務として、

畜産農家の生産性向上、「食の安全・安

心」を支援する技術提供したいと考えて

います。 


